
　 1  　問題は 1  から 6  までで，12ページにわたって印刷してあります。
　 2  　検査時間は 50分で，終わりは午後 2時 00分です。

　 3  　声を出して読んではいけません。

　 4   　答えは全て解答用紙にＨＢ又はＢの鉛筆（シャープペンシルも可）を使って

明確に記入し，解答用紙だけを提出しなさい。

　 5  　答えは特別の指示のあるもののほかは，各問のア · イ · ウ · エのうちから，

最も適切なものをそれぞれ一つずつ選んで，その記号の  の中を正確に

塗りつぶしなさい。

　 6  　答えを記述する問題については，解答用紙の決められた欄からはみ出さない

ように書きなさい。

　 7  　答えを直すときは，きれいに消してから，消しくずを残さないようにして，

新しい答えを書きなさい。

　 8  　受検番号を解答用紙の決められた欄に書き，その数字の  の中を正確に

塗りつぶしなさい。

　 9  　解答用紙は，汚したり，折り曲げたりしてはいけません。

注 意
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８　

社　
　
会



問題は次のページからです。
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1　　　次の各問に答えよ。

　〔問 1 〕　次の資料は，埼玉県 行
ぎょう

田
だ

市の様子を地域調査の発表用としてまとめたものの一部である。
次のページのア～エは，2019 年の「国土地理院発行 2 万 5 千分の 1 地形図（ 熊

くまが
谷
や

）」の一部
を拡大して作成した地形図上に  ●  で示したＡ点から，Ｂ点，Ｃ点の順に，Ｄ点まで移動した
経路を太線（  ）で示したものである。次の資料で示された地域に当てはまるのは，次
のページのア～エのうちではどれか。

行田における近代産業の様子

〇調査日　令和 7年 9月 24日（水）　天候　晴れ

○調査方法
　行田における近代産業などについて，事前に文献等で調べた上で，地形図に示した A点から，B点，
C点の順に，D点まで移動して地域調査を行う。

○文献等で調べた地域の特徴

○地域調査を通して確認することができた B点から D点までの様子

　B点から進行方向を見ると，城下町の名残である枡形の区画の一角である鍵型の道路に面した石
造りの足袋蔵があった。C点から進行方向を見ると，道路沿いに昭和初期の建設といわれるノコギ
リ屋根の木造の足袋工場があった。C点から進行方向に約 190 m進み，交差点を西の方向に曲がっ
て約160 m進み，さらに交差点を北の方向に曲がって約250 m進むと，郵便局の前のD点に着いた。

B点から進行方向に向かって撮影した写真　　　　C点から進行方向に向かって撮影した写真

窓
　敵の進行を遅らせるための，
先の見通せない鍵型の道路

　一日中，安定した明るさの光を取り込
むための窓が北側にあるノコギリ屋根

B点付近の様子
　城下町の名残である枡

ます
形
がた
の区画の一角である

鍵型の道路が見られ，石造りの足
た
袋
び
蔵
ぐら
がある。

C点付近の様子
　昭和初期の建設といわれるノコギリ屋根の
木造の足袋工場がある。
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　〔問 2 〕　次の文で述べている人物に当てはまるのは，下のア～エのうちのどれか。

　　 ア　徳
とく

川
がわ

慶
よし

喜
のぶ

　　　イ　徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

　　　ウ　松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

　　　エ　水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

　〔問 3 〕　次の文章で述べている役割を担
にな

う者に当てはまるのは，下のア～エのうちのどれか。

　　 ア　裁判官　　　イ　弁護人　　　ウ　検察官　　　エ　裁判員

　親
しん

藩
ぱん

であり，尾
お

張
わり

家，水
み

戸
と

家とともに御
ご

三
さん

家
け

の一つである紀
き

伊
い

家から将軍になり，幕府の
財政の立て直しのため，質素・倹約を掲げて支出を抑えるとともに，新田の開発を進めるな
ど収入を増やそうとし，人々の意見を聞く目

め
安
やす

箱
ばこ

を設置するなど，一連の改革を行った。

　犯罪が発生した場合に，捜査や取り調べにより証拠を集めて事件の解明を行い，被疑者を
被告人として裁判所に起訴する。刑事裁判では，証拠を基に被告人の有罪を主張して刑罰を
求め，裁判で有罪となった場合は刑の執行を指揮・監督する。

A
B

C

D A

A

A

B

B

B

C

C

C

D

D

D

ア イ

ウ エ

500m0500m0

500m0500m0
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2　　　次の略地図を見て，あとの各問に答えよ。

　〔問 1 〕　次のⅠの文章は，略地図中にＡ～Ｄで示したいずれかの都市を含む国の自然環境と食文化
についてまとめたものである。Ⅱのア～エのグラフは，略地図中のＡ～Ｄのいずれかの都市の，
年平均気温と年降水量及び各月の平均気温と降水量を示したものである。Ⅰの文章で述べてい
る国に含まれる都市に当てはまるのは，略地図中のＡ～Ｄのうちのどれか，また，その都市の
グラフに当てはまるのは，Ⅱのア～エのうちのどれか。

　Ⅰ

　〔問 2 〕　次のページの表のア～エは，略地図中に  で示したＰ～Ｓのいずれかの国の，2023 年
におけるとうもろこしの生産量，とうもろこしの生産や消費の様子についてまとめたものであ
る。略地図中のＰ～Ｓのそれぞれの国に当てはまるのは，次のページの表のア～エのうちでは
どれか。

　二つの大陸に挟まれた東西約 3800 km に及ぶ海に面し，国土の約 8 割は大陸から伸びる半
島にあり，約 2 割は多くの島々からなる。小麦から作るパンを日常的に食し，冬に比べて夏
に乾燥する気候を生かして栽培する果物，近海で獲

と
る魚介類，丘陵地で育てる羊の肉や乳製

品など，多様な食材を使う食文化が形成されている。

-

-
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年平均気温　18 . 9℃
年降水量  　375 . 9mm

年平均気温　28 . 3℃
年降水量    　62 . 8mm

年平均気温 　 5 . 3℃
年降水量  　864 . 3mm

Ⅱ

（「理科年表」　令和 7年より作成）
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とうもろこしの
生　　産　　量

（万ｔ）
とうもろこしの生産や消費の様子

ア 429

　高地で栽培する茶や切り花の輸出国で知られるこの国では，小規模な
農場において，主に自給することを目的に生産されており，収穫後は粉
にして湯で練り上げたり，じゃがいもや豆と混ぜたりして，主食として
消費されている。

イ 1508
　世界で 2 番目に広い面積であるこの国では，中南部の湖周辺の地域に
ある大規模な農場において，主に家畜の飼料とすることを目的に生産さ
れており，その多くが牛や豚などの飼育のため自国で消費されている。

ウ 1284
　1993 年に発足した組織に加盟するこの国では，平野や緩やかな丘陵に
広がる農場において，他の作物や家畜の飼育と組み合わせた効率的な方法
で生産されており，主に飼料として自国や他の加盟国で消費されている。

エ 13195

　大豆やコーヒー豆の輸出国で知られるこの国では，中西部の高原地帯
に開発された大規模な農場において，企業的に生産されており，世界各
国に輸出されるほか，自国で家畜の飼料やさとうきびとともにバイオエ
タノールの原料として消費されている。

（「世
せ

界
かい

国
こく

勢
せい

図
ず

会
え

」2025/2026 年版などより作成）

　〔問 3 〕　次のⅠの表のア～エは，略地図中に  で示したＷ～Ｚのいずれかの国の，2010 年と
2023 年における人口，米の生産量，国民総所得，日本の政府開発援助の贈与額，日系現地法
人数を示したものである。Ⅱの文章は，Ⅰの表のア～エのいずれかの国について述べたもので
ある。Ⅱの文章で述べている国に当てはまるのは，Ⅰの表のア～エのうちのどれか，また，略
地図中のＷ～Ｚのうちのどれか。

　Ⅰ

　Ⅱ 　この国は，1960 年にイギリスから独立した後，石油資源に依存する経済が続いている。急
激な人口増加に伴う食料の安定的な確保に向け，2011 年から 2016 年にかけて日本の国際協力
機関によって米の品質向上のための技術支援が行われた。2010 年に比べて 2023 年では人口が
1 .2 倍以上になり，主食である米の生産量は増えたが，国民総所得は横ばいである。また，日
本による贈与での政府開発援助が引き続き行われ，2010 年に比べて 2023 年では，日系現地
法人数が約 2 倍となるなど，時差が 8 時間ある日本とは相互の依存関係が深まっている。

人口
（万人）

米の生産量
（万ｔ）

国民総所得
（億ドル）

日本の政府開発
援　助　の　贈　与　額

（万ドル）

日系現地
法 人 数

ア
2010 年 16664 322 3476 2387 9
2023 年 22788 890 3441 3234 19

イ
2010 年 1018 36 188 5462 3
2023 年 1224 70 441 1554 2

ウ
2010 年 2866 255 2469 3316 773
2023 年 3513 217 3876 1169 1112

エ
2010 年 982 92 519 1191 2
2023 年 1133 95 1159 598 3

（注 1）国民総所得とは，一つの国において新たに生み出された価値の総額のこと。
（注 2）政府開発援助の贈与額とは，無償資金協力と技術協力による援助額を合計した数値のこと。

（「世界国勢図会」2025/2026 年版などより作成）
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3　　　次の略地図を見て，あとの各問に答えよ。

　〔問 1 〕　次の表のア～エの文章は，略地図中に  で示した，Ａ～Ｄのいずれかの県の，自然環
境と県庁所在地の様子についてまとめたものである。Ａ～Ｄのそれぞれの県に当てはまるのは，
次の表のア～エのうちではどれか。

自然環境と県庁所在地の様子

ア

○ 南部には東西方向に横断する山地があり，山地から流れる河川の流域には平野が形成され
ており，南西部にはリアス海岸が見られる。
○ 県庁所在地は，沿岸部に位置しており，明治時代に著された小説に登場する日本で最古の
温泉の一つであるといわれている温泉地があることが知られている。

イ

〇 東部には南北方向に山脈が走り，中央部と西部には南北方向に山地が連なっており ,山脈と
山地の間を流れている河川は，北流した後に流路を大きく西の方向に変えて海に注いでいる。
○ 県庁所在地は，内陸部に位置しており，夏季は避暑地などとして，冬季はスキー場などと
して利用されている山があることが知られている。 

ウ

○ 山がちで平
へい
坦
たん
地
ち
に乏しく，海岸線は，多くの半島，岬，湾，入江によって形成されて複雑

であり，北部などにはリアス海岸が見られる。
○ 県庁所在地は，沿岸部に位置しており，江戸時代末に条約により開港したことから，西洋
風の建築物があるなど，異国情緒があふれる町並が見られることが知られている。

エ

○ 東部，西部，北部を山地に囲まれており，中央部から南部に向かって，複数の河川が形成
した平野が広がっている。
○ 県庁所在地は，内陸部に位置しており，南北方向や東西方向に延びる複数の高速道路が
通っており，日本で最大の規模の面積を有する工業団地があることが知られている。

　〔問 2 〕　次のページの表のア～エは，七地方区分における東北地方，中部地方，近畿地方，九州
地方のいずれかの地方の，2024年における人口 100万人以上の都市の数，政令指定都市の数，
最も人口が多い都市の様子についてまとめたものである。中部地方に当てはまるのは，次のペー
ジの表のア～エのうちではどれか。



6

　〔問 3 〕　次のⅠの文は，2014年に群馬県高
たか
崎
さき
市が発表した「第 2期高崎市中心市街地活性化基本

計画」の一部をまとめたものである。ⅡとⅢの地形図は，1997年と 2019年の「国土地理院発
行 2万 5千分の 1地形図（高崎）」の一部を拡大して作成したものである。Ⅰ～Ⅲの資料から
読み取れる，1997年と比較した 2019年における太線（  ）で囲まれた範囲の土地利用の
変化について，2019年における太線（  ）で囲まれた範囲に整備された施設の共通点に
着目して，簡単に述べよ。

　Ⅰ 　中心市街地活性化の仕掛けとして，高崎市内外から人を呼び込むための集客施設である高
崎アリーナ（新体育館）や高崎芸術劇場（高崎文化芸術ホール）などを整備する。

人口 100万
人 以 上 の
都 市 の 数

政令指定
都市の数 最も人口が多い都市の様子

ア 1 4 　この都市は，この地方の南西部に位置しており，2024年の人口は 230万人，人口密度は 7037.5人／㎢となっている。

イ  3 4 　この都市は，この地方の中央部に位置しており，2024年の人口は 276万人，人口密度は 12238.2人／㎢となっている。

ウ 1 3 　この都市は，この地方の北部に位置しており，2024年の人口は 159万人，人口密度は 4640.6人／㎢となっている。

エ 1 1 　この都市は，この地方の南東部に位置しており，2024年の人口は 107万人，人口密度は 1356.1人／㎢となっている。
（「データでみる県勢」第 34版などより作成）

駐車場

高崎芸術劇場

高崎アリーナ

Ⅱ

（1997年） （2019年）

Ⅲ

500m0500m0



7

4　　　次の文章を読み，あとの各問に答えよ。

　〔問 1 〕
（1）

仏教の伝来とともに，信仰のための道具がもたらされ，政治や人々の生活に影響を与えた。
とあるが，次のア～エは，飛

あ す か
鳥時代から鎌倉時代にかけて，もたらされた道具や信仰について

述べたものである。時期の古いものから順に記号を並べよ。
　 ア�　新たに即位した天皇により都が平安京に移された後，空

くう
海
かい

は唐
とう

から仏具や曼
まん

荼
だ

羅
ら

をもたらし，
真
しん

言
ごん

宗
しゅう

の教えを広めるため金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

を建
こん

立
りゅう

した。
　 イ�　大

たい
宝
ほう

律
りつ

令
りょう

が制定され，律令に基づく政治が展開される中で，鑑
がん

真
じん

は来日して仏
ぶつ

画
が

などをもた
らすとともに，僧が守るべき規律を伝えるために唐

とう
招

しょう
提
だい

寺
じ

を建立した。
　 ウ�　大陸からもたらされた仏像などをきっかけに仏教文化が飛鳥を中心に広まる中で， 聖

しょう
徳
とく

太
たい

子
し

（ 厩
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）は法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

を建立した。
　 エ�　武家政権である幕府による政治が展開される中で，宋

そう
から禅宗と 経

きょう
典
てん

をもたらした栄
えい

西
さい

は京
都に建

けん
仁
にん

寺
じ

を建立した。

　〔問 2 〕
（2）

武家の力が強まる中で，武具や城の建設のための道具が，戦い方などに変化をもたらすと
ともに，権力基盤の強化につながった。 とあるが，次のア～エは，室町時代から江戸時代にか
けての，政治などに関する主な出来事について述べたものである。略地図中のＡ～Ｄは，ア～
エのいずれかの政治などに関する主な出来事が起こった場所を示したものである。ア～エにつ
いて，出来事が起こった時期の古いものから順に記号を並べよ。また，略地図中のＢに当ては
まるのは，次のア～エのうちではどれか。

　 ア�　戦場で材木を組んで防御施設を築くなど，戦
い方に変化が見られる中で，将軍家の跡継ぎ争
いや，細

ほそ
川
かわ

氏や山
やま

名
な

氏などの守護大名の対立を
きっかけとする応

おう
仁
にん

の乱が始まった。
　 イ�　城を修理するときは，必ず幕府に届けるなど

大名の築城が規制された後，徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

は将軍の
居城に大名を集め，１年おきに領地と幕府がおか
れた土地とを往復する参

さん
勤
きん

交
こう

代
たい

の制度を定めた。
　 ウ�　全国統一を目指した織

お
田
だ

信
のぶ

長
なが

は，金
きん

箔
ぱく

を施し
た瓦を並べた七重の天守をもつ城を山頂に築き，
その城下町には商工業者に自由な経済活動を認
める楽

らく
市
いち

令
れい

を出した。
　 エ�　明

みん
が弱体化し，倭

わ
寇
こう

が活動する中で，中国の船に乗ったポルトガル人は，後に，武士の戦い
方に影響を与える鉄砲を伝えた。

　道具は，私たちの生活の中で進化を遂げ，社会の発展に大きな役割を果たしてきた。
　古代から中世にかけて，

（1）
仏教の伝来とともに，信仰のための道具がもたらされ，政治や人々の

生活に影響を与えた。
　室町時代以降，

（2）
武家の力が強まる中で，武具や城の建設のための道具が，戦い方などに変化を

もたらすとともに，権力基盤の強化につながった。
　明治時代には，政府が産業を発展させるために，

（3）
欧米の機械や技術を導入し工場を建てた。

（4）
その後，電気事業の発達に伴い電気機器が製造され，家庭でも電化製品が普及し，人々の暮ら

しを豊かなものにしている。

ようさい

200km0

A
BC

D
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　〔問 3 〕
（3）

欧米の機械や技術を導入し工場を建てた。 とあるが，次のⅠの文章は，明治政府の内務省
の長官を務める大

おお
久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

が，1875 年に独占されていた貿易の主導権を取り戻そうと提言し
た文書の一部を分かりやすく示したものである。Ⅱのグラフは，1870 年から 1879 年までの，
機械（器

き
械
かい

）製糸場数と，機械（器械）製糸場が立地する府県数の推移を示したものである。
機械（器械）製糸場数と，機械（器械）製糸場が立地する府県数の変化について，ⅠとⅡの資
料を活用し，政府が 1872 年に富

とみ
岡
おか

製
せい

糸
し

場
じょう

を設立した目的に着目して，簡単に述べよ。
　Ⅰ

　Ⅱ

　　 （「勧農局第四回年報」より作成）

　〔問 4 〕
（4）

その後，電気事業の発達に伴い電気機器が製造され，家庭でも電化製品が普及し，人々の
暮らしを豊かなものにしている。 とあるが，次の略年表は，大正時代から平成時代にかけて，
電化製品の製造や販売などに関する主な出来事をまとめたものである。略年表中のＡ～Ｄのそ
れぞれの時期に当てはまるのは，下のア～エのうちではどれか。

　 ア�　政府が所得倍増をスローガンに経済成長を促進する政策を進める中で，アジアでの開催が初
めてとなるオリンピック・パラリンピックが東京で開かれた。

　 イ�　東京で初めての先進国首脳会議が開催され，二度にわたる石油危機を通して，省エネルギー
化により日本製品の品質に向上が見られ，自動車の生産台数が世界第一位となった。

　 ウ�　日本に対する占領政策が進む中で，東京にある工場が，連合国軍最高司令官総司令部（ＧＨＱ）
にトラック部品の製造許可を申し出た。

　 エ�　日本では第一次世界大戦中に輸出額が伸び，重化学工業が発展した後，東京において電力会
社が設立され，ラジオ放送が開始された。

〇日本の輸出品のうち，生糸はこれまで海外から高く評価をされてきた。
○職人たちの手本とするため，富岡製糸場を建設した。
〇 富岡製糸場の建設により，各地の生糸の品質の向上や，国民が自力で機械（器械）製糸場

を建設するといった効果があった。
（海外直売ノ基業ヲ開クノ議より作成）

700
600
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400
300
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100
0

35
30
25
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15
10
5
0

1870 1871 1872 1873 1874 1875 1876 1877 1878 1879（年）

機械（器械）製糸場数　　 府県数（製糸場数） （府県数）

1915　●電気機器会社が，国産初の電気アイロンを発売した。

1942　●電気機器会社が，国産初の商用電子顕微鏡を完成した。

1958　●音楽機器会社が，国産初のステレオレコードを発売した。

1970　●電気機器会社が，大規模集積回路を使用した電卓を発売した。

1991　●精密機器会社が，世界初の高速応答性能などの特徴をもつ大型ディスプレイの製品化に成功した。

西暦 電化製品の製造や販売などに関する主な出来事

A

B

C

D
…………………

…………………………………………………………………

………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………
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5　　　次の文章を読み，あとの各問に答えよ。

　〔問 1 〕
（1）

政府が，家計や企業から税等を徴収し，公共のために支出する財政は，法に基づいて行わ
れる。 とあるが，次の文は，国民年金法について述べたものである。国民年金法が根拠とする
日本国憲法の条文は，下のア～エのうちではどれか。

　 ア�　何人も，公共の福祉に反しない限り，居住，移転及び職業選択の自由を有する。
　 イ�　国は，すべての生活部面について，社会福祉，社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努め

なければならない。
　 ウ�　財産権は，これを侵してはならない。
　 エ�　すべて国民は，勤労の権利を有し，義務を負ふ。

　〔問 2 〕
（2）

予算は，歳入と歳出から成り立っており，財政の基本的な枠組みを形作っている。 とある
が，次のⅠのグラフは，2000 年度から 2023 年度までの我が国における歳入・歳出に関する金
額の推移を示したものである。Ⅰのグラフのア～ウは，租税収入，歳出総額，公債発行額のい
ずれかに当てはまる。次のページのⅡの文章は，Ⅰのグラフのア～ウのいずれかの金額の推移
について述べたものである。Ⅱの文章で述べている金額の推移に当てはまるのは，Ⅰのグラフ
のア～ウのうちではどれか。

　Ⅰ

　政府が行う経済活動を，財政という。
（1）

政府が，家計や企業から税等を徴収し，公共のために支
出する財政は，法に基づいて行われる。
　財政運営の計画となるのが予算である。

（2）
予算は，歳入と歳出から成り立っており，財政の基本

的な枠組みを形作っている。 我が国において，予算の成立には国会の議決が必要であり，審議を
通して民主的に決定される。

（3）
日本国憲法は，予算の最終的な議決において，国民の意思をより反

映させる衆議院の優越を規定している。
　また，

（4）
財政には，社会資本や公共サービス等の整備を行うことを通して，私たちの暮らしを支

えるなど，資源を社会全体に適切に配分する役割がある。

　国民年金法は，老齢等によって生活が不安定になることを国民の共同連帯によって防止し，
健全な生活の維持及び向上に寄与することを目的とする国民年金制度について定めている。
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（財務省の資料より作成）
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　Ⅱ 　政府が主に財政赤字を補うことを目的に国民等から借り入れた収入であり，将来的に元本
の返済と利子の支払いが必要である。アメリカ合衆国の証券会社の経営破綻等をきっかけに
不況が世界中に広がり，世界金融危機（世界同時不況）が発生した年から翌年にかけて 5 割
以上の増加を記録し，私たちが納める税金等から得られる金額を上回った。

（国土交通省の資料より作成）

　〔問 3 〕
（3）

日本国憲法は，予算の最終的な議決において，国民の意思をより反映させる衆議院の優越
を規定している。 とあるが，次の文章は，ある年の通常国会で一般会計予算案が最終的に議決
されるまでの経過についてまとめたものである。次の文章で述べている経過と同じ経過をたど
る衆議院の優越が適用される事項に当てはまるのは，下のア～エのうちではどれか。

　 ア　憲法改正の発議　　　イ　法律案の議決　　　ウ　内閣不信任の決議　　　エ　条約の承認

　政府が国会に予算案を提出した。衆議院での審議の結果，予算案は可決され，参議院に送
られた。参議院での審議の結果，予算案は否決された。その後，両院協議会が開催され，審
議の結果，意見は一致しなかった。そのため，衆議院の議決が国会の議決となった。

　〔問 4 〕
（4）

財政には，社会資本や公共サービス等の整備を行うことを通して，私たちの暮らしを支え
るなど，資源を社会全体に適切に配分する役割がある。 とあるが，次のⅠの文章は，2000 年 
に施行された交通バリアフリー法の一部を分かりやすく書き改めたものである。Ⅱの文章は，
この法律に基づいて実施された，ノンステップバス導入促進施策の一部について述べたもの 
である。Ⅲのグラフは，1994 年度から 2006 年度までの，ノンステップバスの車両数の推移を
示したものである。Ⅰ～Ⅲの資料を活用し，この法律の施行前と比べた施行後のノンステップ
バスの車両数の変化について，車両を新規に導入する際の公共交通事業者の義務及びノンス
テップバスを新規に導入する際の国による支援措置に着目して，簡単に述べよ。

　Ⅰ

　Ⅱ

〇 公共交通機関の旅客施設や車両の構造や設備を改善することを通して，高齢者，障害者等
の移動の利便性と安全性の向上の促進を図ることを目的とした。

〇 公共交通事業者に対して，鉄道駅等の旅客施設を新設する際や車両を新規に導入する際は，
この法律等で定めるバリアフリー基準への適合を義務付けた。

〇 乗降口に段差がなく，床が低く設計されたノンステップバスを新規に導入する等，バリア
フリー化を推進する事業に対して，国が，必要な資金の確保やその他の措置を講じるよう
に努めることが定められた。

〇 国は，ノンステップバスを新規
に導入する事業者に対する支援
措置として，一定額の予算を計
上し，経費の一部を補助する。

〇 国は，ノンステップバスを新規
に導入する事業者に対する支援
措置として，法人税等の負担を
軽くする等，税制上の措置を講
じる。

Ⅲ 交通バリアフリー法の施行

（国土交通省の資料より作成）
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6　　　次の文章を読み，あとの各問に答えよ。

　〔問 1 〕
（1）

15 世紀に始まったヨーロッパ人による世界各地への進出により，世界が海路によってつ
ながり，交流が活発になった。 とあるが，次の略地図中の は，1852 年から 1853 年にか
けて，アメリカ合衆国のペリーが率いた艦隊が，Ａで示した港を出航し，Ｂ，Ｃ，Ｄの港を経
由して浦

うら
賀
が

に訪れるまでの航路を模式的に示したものである。下の表のア～エは，次の略地図
中にＡ～Ｄで示したいずれかの港の様子と港が立地する都市における歴史的な主な出来事を示
したものである。次の略地図中のＡ～Ｄのそれぞれに当てはまるのは，下の表のア～エのうち
ではどれか。

　地域や国を越えた交流は，交通の発達により活性化し，文化やものの考え方に多様性をもたら
すなど，人々の生活を豊かにしてきた。

（1）
15 世紀に始まったヨーロッパ人による世界各地への進

出により，世界が海路によってつながり，交流が活発になった。 その後，
（2）

20 世紀には航空機の
発達により，移動手段の選択肢が空にも広がり，国際的な取り決めに基づいて航空網が形成され
た。 

（3）
このような交通の発達を通して，世界の様々な国・地域から日本を訪れる人々が増えている。

A

B

C

3000km0

D

港の様子と港が立地する都市における歴史的な主な出来事

ア
　港は，大陸で最長の河川の河口部に位置し，沿岸部と内陸部を結び，貿易拠点として発展
してきた。銀の不足などが深刻となったことをきっかけに，1840 年に起こった戦争後に結ば
れた条約によって開港地の一つとなり，外国人居留地（租

そ

界
かい

）が形成された。

イ
　港は，インド洋と南シナ海をつなぐ海峡の南端に位置し，すずなどの鉱産資源や，天然ゴ
ムなどの貿易拠点として発展してきた。1819 年にイギリスの東インド会社のトーマス・ラッ
フルズによって貿易船の寄港地となり，計画的な都市づくりが進められた。

ウ
　港は，大陸の東海岸に面し，石炭などの鉱産資源や穀物の輸出や軍事拠点として発展して
きた。後に初代大統領となるワシントンを総司令官とし，イギリスからの独立を目指して
1775 年に起こった戦争の舞台の一つとなった。

エ
　港は，大陸の南端部に位置し，1498 年にバスコ・ダ・ガマが喜

き

望
ぼう

峰
ほう

回りの航路を開拓した
後，ヨーロッパ州とアジア州をつなぐ中継拠点として発展してきた。1652 年にオランダの東
インド会社が置かれ，19 世紀後半にはイギリスが植民地を拡大する拠点の一つとなった。
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　〔問 2 〕
（2）

20 世紀には航空機の発達により，移動手段の選択肢が空にも広がり，国際的な取り決め
に基づいて航空網が形成された。 とあるが，次のⅠの略年表は，1945 年から 2015 年までの，
国際情勢に関する主な出来事についてまとめたものである。Ⅱの文は，旅客機の航空路に関す
る出来事について述べた文である。Ⅱの文で述べている時期に当てはまるのは，Ⅰの略年表中
のア～エの時期のうちではどれか。

　Ⅰ

　Ⅱ

　〔問 3 〕
（3）

このような交通の発達を通して，世界の様々な国・地域から日本を訪れる人々が増えてい
る。 とあるが，次のⅠのグラフとⅡの表のア～エは，アジア州，ヨーロッパ州，北アメリカ州，
オセアニア州のいずれかの州に当てはまる。Ⅰのグラフは，2023 年における訪日外国人の総
数と州別の割合を示したものである。Ⅱの表は，ア～エのそれぞれの州について，2023 年に
おいて日本に入国する際の訪日外国人の利用者数が多い上位 7 位までの空港の利用者数の割合
を示したものである。Ⅲの文章は，ⅠのグラフとⅡの表のア～エのいずれかの州の訪日外国人
の様子について述べたものである。Ⅲの文章で述べている州に当てはまるのは，Ⅰのグラフと
Ⅱの表のア～エのうちのどれか。

　Ⅰ

　Ⅱ

　Ⅲ

　日本からヨーロッパ州へ向かう旅客機は，冷戦の影響によりソ連の領空を通過することに
制限があったが，ソ連解体後，シベリア上空の通過が本格的に開放された。

○ この州の訪日外国人は，三大都市圏の中で東京大都市圏に立地する空港を利用する割合が
最も高く，その割合は約 4 割となっている。

○ この州の一部の地域は，東京大都市圏以外に立地する空港への直行便があり，この州の訪
日外国人は，他の州に比べて東京大都市圏以外に立地する空港を利用する割合が高くなっ
ている。

新
しん

 千
ち

 歳
とせ

空港（％）
成田国際
空港（％）

東京国際
空港（％）

中部国際
空港（％）

関西国際
空港（％）

福岡空港
（％）

那覇空港
（％）

ア 5 .7 28 . 9 11 . 7 3 . 9 28 . 8 12 . 6 3 . 8
イ 0 .8 40 . 6 43 . 7 0 . 6 9 . 4 1 . 6 0 . 6
ウ 0 .9 37 . 4 42 . 6 0 . 8 13 . 7 2 . 0 0 . 8
エ 1 .9 37 . 9 41 . 4 0 . 7 13 . 6 1 . 8 0 . 5

（出入国在留管理庁の資料より作成）

2023 年
2583 万人

（出入国在留管理庁の資料より作成）

エ 2. 7％

南アメリカ州 0. 5％
アフリカ州 0. 2％

ア
79. 6％

イ
10. 2％

ウ
6. 8％

1951　●サンフランシスコ平和条約が調印された。
1945　●ヤルタ会談が行われた。

1955　●ワルシャワ条約機構が結成された。
1956　●日ソ共同宣言が調印された。
1965　●ベトナム戦争が勃発した。
1972　●国連人間環境会議が開催された。

1989　●マルタ会談が行われた。
1995　●世界貿易機関（ＷＴＯ）が発足した。

2015　●パリ協定が採択された。

西暦 国際情勢に関する主な出来事

ア

イ

ウ

エ
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